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北海道断酒連合会

北海道連は2年越しの準備を重ねた結果､ 9月中

旬､道当局より一般社団法人移行認可の通知を受けた｡

移行登記は平成26年4月1日となる｡全国の断
酒会の中で､一般社団法人移行認可は3件目｡

おめでとうございました｡

全断連主 ��行 倬hﾔｲ�艮告 

①　北海道ブロック(当別)大会
9月22日当別町総合体育館で開催｡

厚労省･北海道･当別町･石狩市･道立保健福祉
センター･江別保健所･熊谷病院･STV･北海道新

聞社後援｡
･テーマ: ｢行動する断酒に徹する｣

･基調講演:熊谷病院理事長熊谷福夫氏

｢断酒の光の輪の中で｣

行政36､医療104､一般30､断酒会436､総計606名

を記録｡過去最大の参加者数となった｡

④　近畿ブロック(京都)大会
9月29日京都府城陽市文化バルクで開催｡

厚労省･京都府･京都市･城陽市･京都府社会福
祉協議会･京都新聞社･ NHK京都･ KBS京都後援
･京都新聞社会福祉事業団の後援･助成を受けた｡

･テーマ:｢とりもどそう､自分!｣

～今､わたしたちができること･すべきこと～

･講演:東京うらべ病院院長卜部圭司氏(元岩倉病

院長) ｢回復過程にひそむ2つの危機～就労と恋愛～｣

参加者　行政11､医療54､一般43､断酒会1,063､

総計1,171名

⑨　中国ブロック断酒セミナー(山口)

10月12､ 13日山口県セミナーパークで開催
･ ｢断酒会が断酒会であるために(回復から新生へ)｣

をテーマに､第●1日は全断連新刊パンフ｢二つの

否認を解く｣の説明に続き､当事者3班と家族に
分かれて討言絵｡

各班で共通の①例会のあり方②地域社会との連携
について③新生を目指すリーダー像　について討議
･第2日は｢私と第二の否認｣について体験発表と

前日の討言絵の結果発表｡最後に大会宣言を採択し
て終了

参加者は会員129､家族41､総計170名

④　四国ブロック学習会(高知)
10月13日高知市いのちのふれあいセンターで開催｡

･メインテーマ: ｢断酒会が活性化するために｣

･全断連伊藤聴理事の発表と質疑に続き､東京セ
ー
ii=

iコ ナ-出席者によるセミナー報告｡
･テーマに従い分科会(本人2､家族)｡テーマが

広いため討議時間が短く未消化感が残った｡

参加者は､本人45､家族15､合計61名｡

ブロック 仄hｶ8檍ﾔｲ�艮告 

①　九州ブロック協議会

9月8日鳥栖市中央公民館で開催｡

全断連本部より伊藤聴､宮崎学理事を迎え､宮崎

理事のアクション･プランの説明に続き､分科会形

式で｢リーダーを考える｣研修会を実施した｡

最後に伊藤理事が｢各地域で積極的に工夫して活

動していけば実を結ぶ｣と締めくくった｡参加者26名

④　四国ブロック評議員会

10月5日高松市アパホテルで開催､ 8名出席｡
･四国ブロックアメシスト研修会報告

･ ｢指針と規範｣学習会､市民公開セミナーについて

･第49回四国ブロック(高知)大会について

④　中国ブロック協議会

10月12日断酒セミナー時に開催｡
･断酒セミナーの活動宣言を協議､以下の3項目を

決定｡

1.回復から新生へ　断酒会の原点に戻る

酒をやめるための会から､次のステップへ
2.回復から新生へ　　自分自身を育て直す

第二の否認への取り組みと克服

3.回復から新生へ　社会との関係を作り直す

他を思いはかる関係づくりへ

④　近畿ブロック協議会

10月13日三重県津市｢断酒の家｣で開催｡
･各県特記事項報告　一部除き会員減少傾向｡ 1月

予定の協議会でアクション･プラン合同会議を実施
し対策を講じる｡
･近畿断酒学校でリーダー育成プログラムを実施する｡

･ 12/8 ｢中四国基本法制定を願う集い(岡山)｣へ

の参加要請を行った｡

アルコール 佶(ﾔ��障害対 倚Hｮ��本5 从��

～アルコール問題議員連盟総会～

10月9日衆議院第二議員会館で開催

議員連盟より中谷元会長､中川正春･高木美智代
会長代行､あべ俊子幹事が出席｡

アル法ネットより丸山勝也代表､猪野亜朗･垣測

洋一･立木鉄太郎(全断連)副代表､ ASK今成代表､

全断連大槻副理事長が出席｡

アルコール健康障害対策基本法の主管官庁は基本

計画策定までを内閣府とし､時期を見て厚労省に移

管することで了承された｡今後は､塵時国会上程に

向けて各党党内調整の仕上げに入る｡
～公明党､基本法内閣部会･厚労部会合同会議～

10月17日衆議院第二会館で開催｡



高木美智代議連会長代行､古谷範子衆院議員､谷

合正明参院議員､中野洋昌衆院議員他が出席｡

アル法ネットからASK今成代表､全断連大槻副

理事長が出席し基本法制定の要望について説明陳述｡

公明党としては内閣部会･厚労部会委員長に基本

法推進について今後の作業を一任することを承認し､

事実上党内調整が成立した｡
～基本法制定を願う集い中国･四国大会準備進む～

5月の名古屋､ 9月の大阪に続き､中四国アルコー

ル問題研究会(全断連顧問堀井茂男慈圭病院院長)

と岡山県連が中心となり着々と準備が進んでいる｡
･日時:12月8日(冒) 15:30-17:30

･場所:岡山市岡山コンベンションセンター1F

アルコール 噸ﾒ�題連. ��協議会. ��ﾘ橙�開 �� ��l 劔蔦ﾒ�

一併アル法ネット幹事団体会議-

8月28日東京四谷の主婦会館において開催｡

今回から日本アルコール関連問題学会樋口進理

事長､日本アルコール･薬物医学会斉藤利和理事
長が出席され一段と強化された協議会総会となった｡

役員改選を行い､以下の通り現役員の留任を決定｡

会長:佐藤菖宣氏(杏林大学教授)事務局:今成
知美氏(ASK)､大槻元(全断連)

アル法ネット幹事団体会議ではアルコール健康障

害対策基本法の更なる推進を控え､幹事団の入れ替
えと精神医学会を代表する幹事の強化を決定｡

(詳細:かがり火11月号参照)

新パンフレット発行 

アクション･プラン実行委員会は､ 2種類のパ
ンフレットを発行､各都道府県連事務局宛て平成25

年9月26日付全断連事第25-74号にて頒布と周知を

依頼しました｡

(詳細: ｢かがり火｣ 11月号参照)

1.家族と共に回復を

2.第二の否認解除めざして｢二つの否認｣

各A4版4ページ､ 1部10円｡
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例年通り､平成26年度通信講座受講について､ブ
ロック長を通じて都道府県連に募集の連絡をします

(問合わせは県連事務局まで) ｡

①　募集時期:11月1日(全断連事第25-89号)

②　受講資格:平成26年4月1日現在で､完
全断酒5年以上

締切:12月22日(ブロック長より全

断連事務局宛て)

④　受講許可連絡

⑤　受講期間
⑥　申込方法

平成26年1月5日(本人へ)

平成26年4月1日より1年間

県連事務局経由ブロック長宛て

(詳細は｢かがり火｣ 11月号募集要項参照)
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10月25日第61回日精連全国精神保健福祉全国大

会が青森市民ホールで開催され､断酒会からは､全

断連推薦による厚労大臣表彰で団体1件･個人1
件､日精連会長表彰で団体2件･個人5件､それ

ぞれ受賞された(｢みんなの全断連第30号｣で詳細

既報)｡

また､全断連推薦とは別に自治体からの推薦によ

り次の方々が厚生労働大臣表彰を受賞された(敬称

略)0
･高橋　弘昌(奈良県断酒連合会)

･石川　金司(㈲神奈川県断酒連合会)

･長谷川　弘(愛知県尾北断酒会)

断酒宣言の日キャンペーン幸 俑���依 凅｢�

本年は全国の47断酒会からキャンペーン参加の

回答が寄せられました｡

10月15日付全断連事第25-85号で依頼したとお

り､キャンペーンの実施報告(写真とも)を全断連

事務局まで送付願います(期日11月16日)｡

｢かがり火｣新年号に掲載予定です｡

かがり火新年号年賀広告のお原 ��ﾆﾂ�

締切間近になりました｡

(年賀広告原稿発送先)

勝箆　誠

〒 739-0323広島市安芸区中野東2-22-23-7

(Tel/Fax) 082-892-2027

(e-mail) ress-913@star.bbexcite.j

(料　金) 1コマ10,000円

(締　切)平成25年11月9日(土)
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最後のアピールです!!

11月17日①午前10 : 00沖縄県宜野湾市沖縄コン

ベンションセンターで開催｡

50年に一度の祝賀記念式典を祝いましょう!

市氏公 丶｢�セミナー 丶｢� ��.A 侈(ｻR�

①　北海道小樽市民公開セミナー

9月1日小樽断酒会､札幌医科大学共催により

小樽市民センターで開催｡
･テーマ:広がるアルコール･薬物依存

･座　長

･講　演
札幌医科大学教授斎藤利和氏

札幌医科大学准教授橋本恵理氏

国立精神神経医療研究センター和田浦氏

医療行政40､一般96､断酒会180､総計316名の参

加を得た｡

都道府県連ー �8)Uﾈ�)9佰���モ訂 ��2�

○㈹熊本県断酒友の会

(誤)代表者:内田龍二一(正)内田龍也
謹んでお詫びいたします｡
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ll/2､ 3

ll/17

ll/22-24

12/ 1

中部ブロック秋季研修会(愛知)
全断連第50回全国(.沖縄)大会

全断連結成5 0周年記念式典

近畿ブロック断酒学校

九州ブロック研修会(長崎)


